
 

vol. 1  月のひかり ご利用者様 

いつもご利用いただきありがとうございます。先日行った懇談会ミニ勉強会

へ多数ご参加いただき誠にありがとうございました。 

卒業後の進路やお子さんの将来像を考える機会になりましたでしょうか。

「地元の福祉を知る」という事は、今後様々な選択をするときに判断する材

料になり大切な一歩になると思います。社会情勢や制度施策も変化してい

きますので、常に新しい情報を得ていく事が必要ですね。 

ただ、簡単に情報収集といっても、私達事業者でさえ混乱してしまうくらい

複雑なので、例えばお子さんを通じて一つ一つの情報が直接必要で関連し

ているサービスなのか、そうでないのかなど整理していく必要があります。せっか

くあるのに使えないサービスも少なくありません。地域によっては制度では位

置付けられているサービスなのに地元にはない（汗）とか・・知っていくと厳し

い現実も分かってきます。 

でも、知らないまま突然現実を突きつけられるなら、前もってこちらから課

題を見つけ対策していく事はできるのではないでしょうか。直ぐには出来なくて

も、目標設定は出来るかもしれません。必要であれば、当事者の声として行

政や関係機関へ働き掛けることも必要です。障がいを持つお子さんのご家

族として、地域で当たり前に生活していく権利は保障されるべきです。 

少々硬い話になりましたが、少しでもこの地域社会が子どもたちの将来の

ために生き生きと住みやすい地域になるようにしていきたいですね。 

今回懇談会にさきがけて、アンケートをとらせて頂きました。別紙に集計し

ましたのでご覧ください。グループホームやショートステイサービス、やはり進路

の資源に関心が高いですね。 

ここで、一つ私からのお願いです。「親亡きあとの心配」このテーマはご家

族の研修会や集まりなどで必ず耳にする将来に対する永遠の課題です。こ

の国の障害福祉制度は家族介護が前提で成り立っていて、親亡きあとの

不安に追い打ちをかけています。でも、現在の地域福祉は確実に５,１０

年前よりは進んでいて、親御さんがいないお子さんが途方に暮れるという福

祉ではありません。事前に相談事業者を中心に最優先でお子さんの行き先

や支援を組み立て提供し、支援を受けながら地域生活を続けることが可能

です。不安に思う気持ちは当然ですが、大切なのはお子さんのこれからの長

い人生を考え、幸せに豊かに暮らしてもらうために、今家族や関係者が何を

すべきかに注力してほしいのです。一緒に考えていきましょう。次回のミニ勉

強会もできるだけ早く開催していきたいと思います。     
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「月光浴」 

月のひかりには、精神的な癒しや浄化の効果

があると言われています。今の季節の月もとって

もきれいですよね。この通信が皆さんにとってその

ような存在？になれるよう。。（書いてて恥ずか

しい。。）不定期ですが発信していこうと考えて

いますので、ご意見やご感想、お叱りなどお寄せ

頂ければ幸いです。 Ⅿ 
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